
組合活動啓発のため、組合員以外の皆様にもお届けしています。 
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Ⅰ．第 2 回松重杯＆忘年会報告記 
 
2012 年 12 月 19 日（水）19:00 より、岡山ジョイポリスにあるサンフラワーボウルにて、第 2 回松重杯

ボウリング大会（大会実行委員会と教育学部職員組合の共催）が開催されました。当日は「師走」の名に

恥じぬ慌ただしい折、しかも忘年会シーズンの真只中という厳しい日程であったにもかかわらず、10 名の

事務職員と 19 名の教員（組合員 17 名、非組合員 2 名）にご参加いただき、記念すべき第 1 回大会（2011
年 7 月）とほぼ同じ規模で開催することができました。新婚でまさにこれからという岩崎さんによる幸せ

オーラ全開の始球式のあと、参加者は 8 レーンにわかれて 2 ゲーム戦い抜きました。和気藹々とした雰囲

気の中でゲームは進んでいきましたが、気がつくとついつい肩や指先に力が入ってしまい、翌日以降に襲

ってくるかもしれない筋肉痛の恐怖を物ともしない熱い戦いが、どのレーンでも繰り広げられていました。

この熱戦を制し、松重杯の栄誉に浴したのは総合スコア 355 を獲得した梶谷先生でした。その後、優勝者

を含め参加者全員には、皆さまからお寄せいただきました景品が贈られました。この場を借りて、景品提

供にご協力を頂きました皆さまに心より御礼申し上げます。 
その後、「BBQ ダイニング・ぐりぐり家」（岡山ジョイポリス店）に場所を移して、教育学部職員組合主

催の忘年会が、新たに 3 名の教職員（組合員）を交え総勢 28 名で行われました。委員長の梶谷先生のご発

声から始まり、岡山大学職員組合委員長の住野先生から結び言葉を頂戴するまでの 1 時間半余の間、ボウ

リング大会直後の冷めやらぬ熱気が各テーブルの鉄板からやってくる熱気と相俟って、外の寒さとは対照

的な大変「熱い」忘年会となりました。参加していただきました皆さまには、この場を借りて心より御礼

申し上げます。これからも様々な企画を用意して、皆さまをお待ち申し上げたく存じます。今回、諸事情

によりご参加いただけなかった皆さまも、ぜひ次回以降の企画にご参加いただきたく、どうかよろしくお

願い申し上げます。（比斯麦） 
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Ⅱ．新入会員による松重杯・忘年会参加感想及び自己紹介 
中川 征樹 先生［数学教育講座］ 
私が岡山大学教育学部に赴任して, 早いものでもう 10 か月が経ちました. その間, 先生方や事務の方々

には大変お世話になり, 何とか無事に過ごすことができました(研究室は相変わらず段ボール箱が積まれて

いる状態ですが…). さて, 昨年末には「松重杯」ならびに「忘年会」にお誘いいただき, 楽しいひと時を過

ごすことができました. 実は我が家では犬(コーギー)を飼っておりまして, 毎朝の散歩が私の日課となって

おります. 赴任して間もない頃, 散歩の途中に犬をかわいがってくださるご婦人に度々お会いし, 二言三言, 
言葉を交わすことがあったのですが, その後しばらくして, 教育学部の事務室にその方とおぼしき方をお

見かけしました. それが松重さんでした. それから半年余り, 散歩でお会いする度, 今さら「ひょっとして

松重さんではないですか?」と尋ねるわけにもいかず, 「松重さんに似ている方だなあ」と思いながら当た

り障りのない会話をしてやり過ごしていたのですが, 幸い「松重杯」の折に, 偶然にも松重さんと同じチー

ムになりまして, 犬の話をし, ようやくこれまでの「わだかまり(?)」を解消することができました(ちなみ

に松重さんの方は, 私が教育学部の中川であるという認識はなかったそうです). それが「松重杯」初参加の

思い出です. まだまだ皆様のお顔とお名前が一致しない私ではありますが, 今後ともよろしくお願いいた

します. 
 
仲田 研登 先生［数学教育講座］ 
私が土井先生の後任として教育学研究科数学教育講座へ着任してから、もうすぐ一年がたとうとしてお

ります。時が過ぎるのは早いものです。一年足らずではありますが、岡山大学へ着任してから様々な経験

をしました。まさにこの一年は、勉強の一年であると同時に、私に足りないものをいくつも発見すること

のできた一年でもありました。 
昨年末、松重杯・忘年会への参加の折、遅ればせながら教職員組合に加入いたしました。不勉強な私に

とっては皆さんとの交流こそよい勉強の場、との思いがありました。十年以上ぶりのボーリングでした。

そんな私ですが、みごとスコアはビリから一番。何でも一番は気分のよいものです。アルコールも手伝っ

てさらに気分がよい。この結果を翌日の講義で何か活かすことはできないものか、と帰宅してから考えた

のですが、酩酊した頭では考えもまとまらず、翌日、講義ではチョークを持つ手が震えるばかり。握力の

低下を実感して年を越したのでした。 
 

藤原 敬三 先生［教職実践講座］ 
昨年 12 月に加入しました。私の最初の活動は，「松茂杯ボウリング大会・忘年会」に参加して，皆様と

の親交を図ることです。「松茂杯ボウリング大会・忘年会」は，昨年 12 月 19 日に「岡山ジョイポリス」で

開催されました（参加者は 32 名）。１レーン３・４人に分かれ，ゲームをエンジョイしました。 
私自身，組合の懇親会に初めて参加したにもかかわらず，不思議なほど居心地がよく，レーンに立つと

これまでにない研ぎ澄まされた集中力を感じました。結果，２ゲーム目は人生初の５連続ストライク，そ

して，過去最高のスコアを出すことができました。しかも，第３位になり，豪華賞品をいただきました。

その後，会場を変え，忘年会となりました。心地よい体の疲れを感じていることもあって，会話も弾み，「忘

年会」にふさわしい宴になりました。 
これから先，迷惑・心配をかけることも多々あろうかと思いますが，「一生懸命」をモットーに頑張りた

いと思います。どうぞよろしくお願いします。 
 
Ⅲ．岡山大学職員組合（連合体）報告 
今回は紙面の関係で１つにしぼって報告いたします。それ以外の活動報告につきましては、連合体発行

の「組合だより」をお読みください。 
宿舎縮小（事実上廃止）問題 
年末のお忙しい中、緊急のアンケート調査にご協力いただきありがとうございました。連合体では集め

られた回答（N = 106）の統計処理を終えたところです。結果は、教育学部教授会でも示された縮小案につ

いて、回答者の 80％が反対、また 86％が職員宿舎の存在意義があると答えていました。職員宿舎のあり方

としては、「宿舎料は高くなっても希望者が利用できる」が 49％で最も多く、次いで多かったのが「これま

でと同じ条件で利用できる」（19％）でした。連合体ではこうした意見を踏まえ、今後の団体交渉に向けて

準備を進めていく予定です。 


